
　回転円盤上から部品を自動で供給できる当社独自の
ピッキングロボット用フィーダ「TRINITTE®」を発売
し、好評をいただいています。「TRINITTE®」は、カメ
ラ、ピッキングロボットと連携接続し、円弧軌道上の
ワークに追従して移動中のワークを連続ピッキングす
るのが特徴です。「TRINITTE®」と組み合わせて用いる
ピッキングロボット向けの小型・軽量な「ロータリアク
チュエータ式ハンド」も開発しました。ロータリアクチ
ュエータの回転軸を中心にワークを掴むチャック部と
の締結部が回転することで、位置や姿勢を0から100°の
範囲で設定可能です。スカラロボットに装着すること
で、横方向や斜め方向からのピッキングが可能となりま
す。部品の取り逃がしを大幅に軽減でき、安価な装置構
成で、部品の安定した連続ピッキングを実現します。
　また、すでに市場展開しているロボット向け手首関節
モジュール「i-WRIST®」においては、多数ご要望をいた
だいた可搬性能の向上に対応するため、最大可搬重量を
1kgから3kgに増加させた「IWS－C01」を開発しました。
用途の幅が広がったと、市場から好評を得ています。
　今後も製造現場の自動化対策として、効率化、省人
化推進に貢献するロボット用モジュール商品を提案
します。

サステナビリティ経営 豊かなくらしへの貢献 安全と快適の提供

マテリアリティ

マテリアリティ 安全と快適の提供

ロータリアクチュエータ式ハンド

アルミ鋳造品を外観検査する
手首関節モジュール「i-WRIST®」

静岡県吉田町のバス
停の待ち合い室とし
て設置された「N3エ
ヌキューブ」

ロボット周辺 減災・防災
　コンテナに小型風力発電装置や太陽光パネル、蓄電池
を格納した移動型独立電源「N３エヌキューブ」を開発し
ました。当初の開発目的は、自然災害に備えた備蓄倉庫
や災害発生時の救護施設でしたが、市場展開していく中
で、商業用電流が導入されていない場所でのインフラ設
備としても多く採用いただいています。
　災害時の救護活動の拠点、および非常食・医療品など
の備蓄倉庫などを目的とした防災センターの整備が各
地で進められています。「N３エヌキューブ」をセンター
に設置し、平常時はセンター内の照明やエアコンなどの
電力を賄い、災害時は救護施設、兼非常用電源として利
用することを提案しています。
　また、商業用電流が導入されていない山地などの公園
や施設向けに、処理槽付の循環式水洗トイレを搭載した
「N３エヌキューブ」も開発しました。トイレで使用され
た水は、処理槽でろ過され再生水として循環されます。
メンテナンスは年に数回程度の水交換のみで、上下水道
の工事も不要です。水は再生水として循環するため外部
への排水もなく、清潔な水を使用することが可能です。
さらに、バスの待合所やワ―ケーション施設として設置
していただくなど、さまざまな場面で、幅広く採用いた
だいています。

　少子高齢化が進む社会環境の中で経済活動を維持するため、ものづくりの現場では、自動化への対応が急がれていま
す。当社では、生産現場での人の代替作業や効率化に貢献する「ロータリアクチュエータ式ハンド」、およびピッキングロ
ボット用フィーダ「TRINITTE®」を開発しました。一方、異常気象などによる自然災害が増加する中、災害などが発生し
た場合に生活への影響を少なくするための防災・減災への取り組みも進められています。防災・減災の観点でコンテナに
小型風力発電装置や太陽光パネル、蓄電池を収納した「N３エヌキューブ」も市場展開し、幅広い分野で活用していただい
ています。これらの商品を通じて、お客さまへ安心や快適を提供しています。
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サステナビリティ経営 環境保護 資源循環・汚染防止

マテリアリティ

「資源循環・汚染防止」の詳細は、Webサイトをご参照ください。
https://www.ntn.co.jp/japan/csr/environment/chemical.html

サステナビリティ経営 環境保護 資源循環・汚染防止
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マテリアリティ 資源循環・汚染防止
　当社グループは、資源の持続的利用に配慮した3R（リデュース、リユース、リサイクル）を徹底し、原材料や水などの投
入資源および廃棄物等の削減などを総合的に推進するための枠組みを整備しています。また、商品および製造工程で用
いる化学物質の管理を徹底するとともに、PRTR法*の対象化学物質を含有する原材料は、積極的に代替品への転換を進
めています。廃棄物発生量の削減による高リサイクル率の維持やPRTR法対象の化学物質取扱量については年度目標を
設定し、達成に向けた取り組みを推進しています。

マテリアルバランス 

*特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

■  事業活動のマテリアルバランス（2023年3月期）

INPUT

鋼材 56.8 万トン

1.5 万トン樹脂材料、グリースなど

資源 58.3 万トン

燃料 ガソリン
灯油
軽油
A重油
LPG
都市ガス

56 千リットル

購入電力量
購入電力量(再エネ) 
自然エネルギー発電量 

1,240 GWh

521 千リットル
390 千リットル
139 千リットル

10 万トン
46 万トン
41トン
10トン

12,012トン
27,683 千㎥

13 GWh
13 GWh

エネルギー 6,456 TJ＊4

貨物重量×距離 8,677 万トン/km

輸送量＊2

水道水
工業用水
地下水

164 万㎥
24 万㎥
96 万㎥

原材料調達

開発・設計

鍛造・旋削

物流

水 284

投入量 71トン

PRTR法＊3対象化学物質

万㎥

OUTPUT

大気排出
スコープ3
カテゴリー9＊2

CO2排出量

大気排出
スコープ1＋2 
CO2排出量＊1

スコープ1CO2排出量
スコープ2CO2排出量
NOx＊3

SOx＊3

157,999トン

4,599トン

97.2％

排出量および移動量 19トン

PRTR法＊3対象化学物質

河川
下水道

214 万㎥
11 万㎥

排水量 225 万㎥

リサイクル量
最終埋立処分量
リサイクル率 

廃棄物等発生量 162,598 トン

56 万トン

1.3 万トン

大気排出
スコープ3
カテゴリー1＊2

CO2排出量
201 万トン

熱処理

研削・研磨

組み立て

*1 国内事業所は、電力事業者別排出係数（環境省・経済産業省）、海外事業所は、Emission Factors 2022 (IEA) 出典の排出係数にて算出
*2 輸送量、スコープ3CO2排出量は国内の実績値
*3 NOx、SOx、PRTR法対象化学物質は国内の実績値
*4  電力のエネルギーは物理量3.6MJ/kWh、燃料のエネルギーは「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算出のための排出原単位データベース（Ver.3.3）」

（環境省）に記載の排出係数を使用して算出
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「環境保護」に関するそのほかの取り組みは、Webサイトをご参照ください。
https://www.ntn.co.jp/japan/csr/environment/protection.html

資源循環・汚染防止

マテリアリティ

資源循環・汚染防止

マテリアリティ

　当社グループは、地域住民やNPO法人（特定非営利活
動法人）と連携し、適切な間伐や植林などの持続可能な
森林管理によって、森林生態系を保全するとともに、各
事業所の周辺地域の絶滅危惧種の保護および自然公園
の整備などの生物多様性保全の活動に取り組んでいま
す。コロナ禍以降、参加人数の調整や感染予防対策を徹
底することで、活動が形骸化しないよう工夫をしながら
進めています。

　当社グループは、地域への環境貢献の一環として、事
業所周辺の道路や河川・海岸、公園などの清掃活動、除
草、植樹などさまざまな活動を通じて、地域社会との相
互協力のもと、環境保護活動を推進しています。今後も
活動を通じて、周辺住民など利害関係者との連携を強化
するとともに、良好な関係を構築できるよう一層の努力
をしていきます。

　長野製作所（長野県上伊那郡）では、2019年に長野県
との生物多様性パートナーシップ協定を締結し、事業所
内に絶滅危惧種であるミヤマシジミの保護区を設置し
て保護活動を継続しています。保護区設置開始から、シ
ャクトリムシやアブラムシが大量に発生し、幼虫の餌
となるコマツナギの食草不足が確認されたことやアシ
ナガバチやカマキリなどの天敵の発生により、幼虫の捕
食が確認されるなどさまざまな課題に直面しましたが、
コマツナギを植え直し、都度、天敵の駆除などの対策を
実施したことなどにより、順調に生息数が増加していま
す。2022年8月には、地元の高等学校から就業体験生を
受け入れ、生徒の皆さまに生物多様性の大切さを理解し
ていただく特別授業を企画し、ミヤマシジミの保護活動
に参加いただきました。今後の活動としては、保護活動
により順調に生息数が増加していることから、外部の見
学者の受け入れを進めるとともに、事業所内の保護区を
増やし、保護活動をさらに活発にして生息数を増加させ
ていきます。

生物多様性の保全

地域への環境貢献

絶滅危惧種ミヤマシジミ（蝶）の保護活動

（匹）

0

500

300

400

200

100

3化* 4化*1化* 2化*

2020

55

2021

12122727
3838
33

2022

110110

1717
5858

2023

105105

171171

1515

4040

■ ミヤマシジミ保護区　成虫発生数（長野製作所）

*1年間の世代回数によって、それぞれ1、2、3、4化性があり、3化性以上のものは
 多化性という。

活動開始
メス5匹
移植

3年目
331匹

1年目
80匹

（3月期）

2年目
185匹

■  ミヤマシジミ保護区　成虫発生数（長野製作所）

* 1年間の世代回数によって、それぞれ1、2、3、4化性があり、3化性以上のもの
は多化性という。中部台運動公園での植樹風景（三雲製作所）

バーベナの花に止まっているオスの3化成虫

サステナビリティ経営 環境保護
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顧客満足度向上に向けた品質づくり
　当社は、ものづくりのすべての基本理念となる「品質基
本方針」のもと、グローバルでの製品品質の維持・向上に努
め、お客さまに満足いただける品質づくりをしています。
　また、お客さまの満足度、要望事項などの声を直接聞く
機会として、顧客満足度調査を実施しています。2022年度
の調査では、計113社のお客さまにご回答をいただき、総
合評価で「大変良い」「おおむね良い」と回答いただいた割
合が、昨年と同様に88％となりました。今後もさらなる満
足度の向上に向けてお客さまのニーズに即応した品質を
提供します。

品質マネジメントシステム
　当社グループは、顧客満足度向上および一貫した製
品・サービス提供のため、国際的な品質マネジメントシ
ステム規格である、ISO9001認証を国内外の生産拠点
で取得しています。新規事業や新たに立ち上げた工場も
順次認証取得に取り組んでおり、製造に関する国内外の
連結子会社では、品質マネジメントシステムの認証を
100％取得しています。
　また、自動車産業向け規格であるIATF16949認証や、
航空・宇宙産業向けの規格であるJIS Q 9100やNadcap、
鉄道産業向けのCRCC（中国）の認証取得もしています。

品質に強い人材の育成
　従業員の品質知識と意識を高めることを目的に、「QC
ベーシックコース」「QCアドバンストコース」などの品質専
門教育を実施し、2022年度は145名の従業員が参加しまし
た。研修では、過去に発生したクレーム事例を題材に、お客
さまにご迷惑をかけた内容を具体的に紹介することで、品
質の重要性を再認識してもらえるよう工夫しています。
　2023年3月に、当社の品質についての考え方や品質を守る
上で基本となる行動を記載した「品質管理ハンドブック～品
質基本行動～」の第3版を発行しました。今後、英語ほか、多言
語への翻訳、サプライヤーへの参考配布などを進め、幅広く
グローバルで利用できるように展開する予定です。

　当社の基幹システムの再構築は、全社プロジェクトと
して、ERP*など新たなパッケージシステムを用いて業

サステナビリティ経営 持続可能なサプライチェーン
製品・サービスの信頼性向上（品質保証・安定供給）

環境・社会を重視した調達活動

マテリアリティ

マテリアリティ 製品・サービスの信頼性向上（品質保証・安定供給）
品質保証体制の構築

新基幹システムの安定化

務プロセスとシステムを標準化することで、今後のDX
推進を支えるIT基盤とし、ビジネススピードとサービス
レベルの向上、業務の効率化を推進しています。財務会
計、人事・給与、技術の領域の新システムに続き、SCM領
域では、2020年8月から販売・物流・需給調整・在庫管理
などに関する新システムが本稼動しました。その後、各
工場の生産・調達・工程・仕掛・原価領域への新システム
の導入活動を推進しています。
　新システム稼動により、営業活動のデジタル化や案件
管理システムの導入による図面や試作品管理の効率化、
価格や納期回答の迅速化、在庫管理の強化、原価管理の高
度化を実現しています。また、鮮度の高い需要情報や在庫
情報、販売実績をもとに、統計予測も用いた先行きの需要
計画を工場へ連携することで、お客さまへの安定供給と
需要変動などへのフレキシブルな対応を目指します。

　サイバー攻撃や情報漏洩に対するリスクが高まる中､昨
今の情報セキュリティの重要性に鑑み､｢経営の基本方針｣
のもとに設定するNTNグループの基本方針のひとつとし
て､新たに｢情報セキュリティ基本方針｣を制定しました。
　サイバー攻撃は日々複雑化、巧妙化しており、他社で
も同様の被害や情報漏洩などが数多く発生しておりま
す。情報セキュリティ事故発生時の対応においては、情
報セキュリティ・リスクに対し検知から報告、対処に至
るまでを迅速に行う必要があり、情報セキュリティ・
リスクに対応する部門横断の緊急体制(NTN-CSIRT：
NTN Computer Security Incident Response Team)
の整備を進めています。

* ERPとは、Enterprise Resource Planning(企業資源計画)の略。「販売」、「物流」、
「生産」、「会計」、「人事」など、企業の基幹業務を統括するパッケージソフト。

CSIRT体制の構築

情報セキュリティ緊急対応体制（NTN-CSIRT）の
整備の目的
(1)  情報セキュリティ・リスクの検知と発生時の連

絡、報告、対応および復旧の迅速化

(2)  情報セキュリティ事故発生のリスク低減と未
然防止

(3)  情報セキュリティの底上げのためのガバナン
ス強化

「製品・サービスの信頼性向上（品質保証・安定供給）」に関するそのほかの取り組み
は、Webサイトをご参照ください。
https://www.ntn.co.jp/japan/csr/sc/customer.html
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